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登校時の体温チェックや学校内でのマスクの着用、消毒や掃除の指導などは、2020 年の臨時休業措置期間以降、学
校が全面再開された後も継続して行われていることが分かった。また、他者との距離の取り方や給食時の留意点など、
継続的な支援によって児童に知識とスキルが定着していることや、授業参観や学校行事などは徐々に再開され、また
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研究報告・ノート

コロナ禍における小学校特別支援学級での取り組みの経過

The progress of teaching and supports provided for children with special education needs during   
coronavirus pandemic - Actual situations of special needs classes in elementary schools.

1.  はじめに

文部科学省は、「特別支援学校等における新型コロナ
ウイルス感染症対策に関する考え方と取組について」

（2020）や「新型コロナウイルス感染症に対応した持続
的な学校運営のためのガイドラインの改訂について」

（2021）を示し、特別な教育的ニーズのある児童生徒へ
の基本的な配慮や、学習面での支援について、具体的
な取り組みを紹介している。その中で、実践の事例や
マニュアルを参考にする際にも、児童生徒の障害や発
達の状況等を考慮し、個別の状況に応じて対応するこ
とを強調している。項目として、登下校、消毒、感染
症予防のための指導等、感染リスクの高い学習活動へ
の対応、給食、寄宿舎、居場所の確保・放課後等デイ
サービスとの連携等、ICT 等を活用した家庭における
学習、医療的ケアが必要な児童生徒等への対応などが
挙げられている。

武田ら（2020）は、特別支援教育コーディネーター
を対象に、特別支援学校におけるコロナ禍における取
組について調査を行い、コンサルテーションを進める
ために特別支援教育や教育相談に関する専門性を高め

ること、感染予防や ICT に関する知識・技術を高める
こと、医療機関や福祉機関との連携を深めることの重
要性を指摘している。

大谷ら（2021）は、小学校・中学校の特別支援学級
におけるコロナ禍での児童生徒への指導・支援につい
ての事例を紹介している。その中で、臨時休業措置期
間中（臨時休業期間、分散登校、学校再開後）の小学
校特別支援学級の児童への指導・支援の状況について
調査を行った。コロナ禍の臨時休業が、通学を含め、
児童が規則正しい生活を送ることを困難にしたことを
指摘し、児童への生活面及び学習面における支援の必
要性を指摘している。

コロナウイルス感染症による社会への影響が続き、
今後も予断を許さない状況の中、特別な教育的ニーズ
のある子どもが経験している学校生活における変化の
要因について調べ、彼らが安心して学校生活を送るこ
とができるよう指導・支援を充実させることは重要で
ある。

本稿では、コロナ禍における小学校特別支援学級で
の状況について調べ、アフターコロナ社会に向け、今後
必要とされる取り組みの示唆を得ることを目的とする。
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2.  方法

2020 年 10 月及び 2021 年 10 月に、A 県内の小学校
3 校（B、C、D とする）の特別支援学級の担任計 4 名
を対象に、期間中の学校・学級における支援・取り組
みに関する調査票を配布し、自由記述で回答を求めた。

3.  結果

3.  1.  2020 年 4 月～ 9 月の状況
2020 年 4 月から 9 月までの状況を表 1 に示す。武田

ら（2020）の報告を参考に、自由記述の内容を、「登校
時・下校時」、「教室環境、換気など」、「給食」、「基本
的な対策・指導」、「掃除」、「授業」、「授業参観、懇談
会、家庭訪問など」、「学校行事」に分類し、B・C・D
校の状況をそれぞれ示した。

3.  2.   2020 年 10 月～ 2021 年 10 月の状況
2020 年 10 月から 2021 年 10 月までの状況を表 2 に

示す。武田ら（2020）の報告を参考に、自由記述の内
容を、「登校時・下校時」、「教室環境、換気など」、「給
食」、「基本的な対策・指導」、「掃除」、「授業」、「授業
参観、懇談会、家庭訪問など」、「学校行事」に分類し、
B・C・D 校の状況をそれぞれ示した。

3.  3.  2020 年 4 月～ 9 月と 2020 年 10 月～ 2021 年
10 月との比較
「登校時・下校時」、「教室環境、換気など」、「給食」、

「基本的な対策・指導」、「掃除」、「授業」、「授業参観、
懇談会、家庭訪問など」、「学校行事」に分類した記述
には、学校全体の取り組みに関する内容も含まれてい
た。

2020 年 4 月から 9 月と 2020 年 10 月から 2021 年 10
月の状況を比較すると、まず、「登校時・下校時」につ
いては、引き続き集団での登下校が制限されていた。
家庭での健康状態の記録や学校での検温なども継続し
ている。また欠席の扱いや出席停止などの対応につい
ても同様であった。「教室環境、換気など」では大きな
変化はみられなかった。「給食」については、前を向い
て会話せずに食べる、おかわりの小皿を用意するなど
の工夫がみられた。歯磨き時に歯磨き粉を使用しない
という取り組みもみられた。「基本的な対応・指導」に
ついては、マスクの着用や手洗い、手指の消毒などの
指導が継続しており、児童への定着がみられる。また
休憩時の遊びが徐々に再開されている。一方、低学年
においてソーシャルディスタンスの理解が難しい状況
が伺える。「掃除」では、児童による掃除が再開される
一方、児童が触れる機会が多い場所や物の消毒は継続

している。中止・延期されていた「授業参観、懇談会、
家庭訪問など」は、感染防止策の工夫とともに再開さ
れている。「学校行事」では、運動会への参加人数や見
学人数を制限したり、遠足・修学旅行の計画を見直す
などの対応が継続している。

4.  考察

コロナ禍においては、従来の学校生活と異なり、児
童は大きな変化を経験している。特に特別な教育的
ニーズのある児童の中には、登下校の方法や授業時間
の変更、学校行事の中止や延期といった様々な変化の
影響で混乱したり不安になったりする者も少なからず
いると思われる。まず、生活及び学習面の変化につい
て分かりやすく説明したり、具体的な対応策を伝える
など、状況の理解や変化への適応を促す工夫が求めら
れる。急な変更への対応により生じる児童の不安感や
困惑への支援についても検討する必要がある。また、
マスクの着用や手指の消毒などについては、感覚刺激
への反応を考慮した上で、コロナ禍において求められ
る生活様式への適応のあり方について考える必要があ
る。さらに、ソーシャルディスタンスの学習の例でも
示されるように、対人・社会的状況の理解やソーシャ
ルスキルの獲得及び般化などに苦手さを示す児童のた
めに、自己や他者の感情や思考の理解を促す取り組み
やソーシャルスキルトレーニングなどを活用した指導
の工夫が求められる。

登校時の体温チェックや学校内でのマスクの着用、
消毒や掃除の指導などは、2020 年の臨時休業措置期間
以降、学校が再開された後も継続して行われているこ
とが分かった。また、他者との距離の取り方や給食時
の留意点など、継続的な支援によって児童に知識とス
キルが定着している状況が伺える。一方、授業参観や
懇談会、学校行事などは、中止や延期の状態から徐々
に再開され、頻度や規模を変えながら継続して行われ
ている。また ICT の活用が進み、オンラインによる授
業などが行われている。各学校・学級においてクラス
ター感染など重大なケースは報告されていないことか
ら、以上の取り組みの効果が伺える。またコロナ禍で
登校できなくなった児童の報告などはないことから、
各学校・学級における特別な教育的ニーズのある児童
への指導・支援が適切であることが分かる。

今後は、小学校特別支援学級に在籍する児童だけで
なく、通常学級に在籍する特別な教育的ニーズのある
児童への指導・支援について、コロナ禍或いはアフター
コロナ社会で求められる内容や方法について検討して
いく必要がある。
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話
を

控
え

る
。

話
す

必
要

が
あ

る
時

は
マ

ス
ク

を
着

け
て

話
す

。
全

学
年

で
コ

ロ
ナ

に
関

す
る

学
習

を
行

っ
て

い
る

の
で

、
給

食
時

は
静

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

 

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

を
取

る
よ

う
に

声
を

か
け

る
。

 

・
休

憩
中

の
鬼

ご
っ

こ
、

ド
ッ

ヂ
ボ

ー
ル

は
禁

止
 

・
感

染
症

予
防

と
熱

中
症

予
防

に
つ

い
て

指
導

 

・
身

体
的

距
離

に
気

を
付

け
る

 

・
プ

リ
ン

ト
は

教
員

が
配

る
。

 

 

 

掃
除

 

・
以

前
は

児
童

生
徒

全
て

の
机

と
イ

ス
、
ド

ア
な

ど
を

消
毒

し
て

い
た

が
、
現

在
は

複
数

の
子

ど
も

が
触

れ
る

場
所

に
絞

っ
て

消
毒

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
放

課
後

に
教

室
を

消
毒

す
る

。
 

・
ト

イ
レ

を
消

毒
す

る
。

 

・
児

童
に

よ
る

掃
除

を
延

期
し

た
が

、
徐

々
に

始
め

る
。

 

・
毎

日
の

消
毒

（
ト

イ
レ

、
教

室
、

廊
下

の
手

す
り

、
各

机
）

徐
々

に
減

ら
す

。
 

 

  

授
業

 

・
調

理
実

習
は

避
け

て
い

る
が

、
今

後
、
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
、
マ

ス
ク

、
手

洗
い

、
消

毒
を

徹
底

し
て

行
う

予
定

が
あ

る
。

 

・
複

数
の

児
童

が
同

じ
も

の
を

触
る

活
動

は
控

え
て

い

る
(
演

劇
に

よ
る

お
面

の
使

い
ま

わ
し

な
ど

は
避

け

る
)
。

 

 
・

研
究

授
業

で
は

、
同

時
に

実
施

し
て

、
密

集
し

な
い

よ

う
に

。
 

・
音

楽
の

時
間

、
歌

唱
、

レ
コ

ー
ダ

ー
演

奏
は

中
止

。
作

曲
は

難
し

い
と

感
じ

て
、
音

楽
の

授
業

に
出

席
で

き
な

い
。

パ
ー

ト
に

分
か

れ
て

行
う

こ
と

な
ど

、
分

か
ら

な
い

と
訴

え
る

児
童

が
い

た
。

 

    

授
業

参
観

、
懇

談
会

、

家
庭

訪
問

な
ど

 

 
・

授
業

参
観

を
延

期
し

た
。

 

・
家

庭
訪

問
を

電
話

に
て

行
う

。
 

・
個

人
懇

談
会

は
希

望
者

の
み

実
施

す
る

。
 

・
音

楽
の

授
業

で
の

歌
唱

や
リ

コ
ー

ダ
ー

を
延

期
す

る
が

、

徐
々

に
始

め
る

。
 

・
体

育
の

授
業

を
見

直
す

（
ボ

ー
ル

を
使

っ
た

活
動

の
禁

止
）。

 

・
水

泳
は

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
調

理
実

習
は

な
か

っ
た

。
 

 

   

学
校

行
事

 

 

・
運

動
会

や
遠

足
な

ど
の

行
事

は
、
消

毒
、
ソ

ー
シ

ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
、
マ

ス
ク

を
徹

底
し

た
上

で
実

施
し

て
い

る
。

運
動

会
は

、
各

学
年

が
2
5
分

ず
つ

入
れ

替

わ
り

で
競

技
を

行
っ

た
。
運

動
場

で
演

技
を

し
て

い
る

学
年

以
外

の
学

年
の

児
童

は
、
各

自
の

教
室

で
ズ

ー
ム

に
よ

る
運

動
会

生
配

信
を

観
戦

し
て

い
た

。
 

・
修

学
旅

行
は

、
県

外
か

ら
県

内
に

変
更

に
な

っ
た

。
 

 

・
運

動
会

を
延

期
す

る
（

縮
小

し
て

実
施

）。
 

・
祭

り
が

延
期

と
な

る
。

 

・
修

学
旅

行
計

画
を

見
直

す
。

 

・
始

業
式

、
終

業
式

等
は

、
各

ク
ラ

ス
の

教
室

に
て

学
校

長
の

あ
い

さ
つ

等
を

放
送

で
聞

く
。

 

・
ク

ラ
ブ

な
ど

の
他

学
年

合
同

活
動

は
延

期
と

な
っ

た
。

 

・
中

学
校

区
で

の
交

流
会

は
中

止
と

な
っ

た
。

 

・
異

学
年

の
ペ

ア
活

動
は

中
止

と
な

っ
と

。
 

・
集

会
は

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
合

宿
、

修
学

旅
行

で
は

、
消

毒
を

こ
ま

め
に

、
食

事
時

は
児

童
同

士
が

離
れ

て
、

ク
ラ

ス
形

式
で

座
る

。
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 表
２

.
 

2
0
2
0
年

1
0
月

～
2
02
1
年

1
0
月

の
状

況
(
表

１
へ

の
追

加
・

変
更

点
)
 

   

 
B
校

 
 

C
校

 
 

D
校

 

    
登

校
時

・
下

校
時

 

・
病

院
で

の
診

察
の

結
果

コ
ロ

ナ
で

な
け

れ
ば

、

翌
日

の
欠

席
か

ら
は

欠
席

数
に

カ
ウ

ン
ト

さ
れ

る
。

コ
ロ

ナ
で

あ
れ

ば
、

そ
の

あ
と

も
出

席
停

止

措
置

と
な

る
。

 

・
コ

ロ
ナ

以
外

の
明

確
な

診
断

が
医

師
か

ら
出

て

い
る

場
合

に
は

出
席

停
止

と
は

せ
ず

、
登

校
も

で

き
る

。
 

・
家

庭
で

検
温

し
、

健
康

観
察

カ
ー

ド
に

記
入

し
持

参
す

る
。

玄
関

で
声

を
か

け
る

。
忘

れ
た

場
合

、
そ

の
場

で
検

温
す

る
。
 

・
玄

関
に

自
動

体
温

計
が

設
置

さ
れ

た
。

 

・
記

入
の

な
い

場
合

、
学

校
で

検
温

す
る

。
 

・
職

員
も

毎
朝

出
勤

前
に

検
温

す
る

。
 

・
手

洗
い

を
指

導
す

る
。

 

・
発

熱
等

の
風

邪
の

症
状

が
あ

る
場

合
は

欠
席

扱
い

に
し

な

い
。

 

・
自

由
に

登
校

し
て

い
る

。
 

・
玄

関
前

で
検

温
カ

ー
ド

を
持

っ
て

い
る

か
確

認
し

、
各

教
室

で
体

温
を

確
認

す
る

。
カ

ー
ド

を
忘

れ
た

場
合

は
、

玄
関

で
体

温
を

測
定

す
る

。
 

・
地

区
別

で
は

な
く

、
時

間
を

合
わ

せ
て

集
団

下
校

し
て

い
る

。
 

 

 教
室

環
境

、
換

気
な

ど
 

 

 
 ・
教

室
を

換
気

す
る

（
窓

、
ド

ア
を

開
放

）。
 

 ・
換

気
を

徹
底

す
る

。
 

       
給

食
 

・
給

食
時

は
会

話
を

控
え

る
、

話
す

必
要

が
あ

る

時
は

マ
ス

ク
を

着
け

て
話

す
な

ど
、

定
着

し
て

い

る
。

 

 

・
低

学
年

の
給

食
は

各
ク

ラ
ス

に
約

2
名
（

担
任

以
外

で
）
教

師
が

支
援

に
入

り
、

配
膳

を
手

伝
う

。
 

・
会

話
せ

ず
静

か
に

食
べ

る
。

同
じ

方
向

を
向

く
。

 

・
給

食
試

食
会

は
中

止
と

し
た

。
 

 

・
消

毒
を

徹
底

す
る

。
 

・
給

食
台

を
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

し
て

キ
ッ

チ
ン

ペ
ー

パ
ー

で
拭

く
。

 

・
児

童
机

を
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

後
、

各
児

童
が

持
参

し
た

テ
ィ

ッ
シ

ュ
で

拭
く

。
 

・
配

膳
時

、
混

ま
な

い
よ

う
に

列
ご

と
に

取
り

に
行

く
。

 

・
給

食
当

番
は

、
で

き
る

だ
け

少
な

い
人

数
で
（

2
、
3
名

）

行
う

。
 

・
食

事
前

は
、
手

を
洗

っ
て

か
ら

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
す

る
。
 

・
給

食
中

は
前

を
向

き
、

話
さ

ず
食

べ
る

。
 

・
給

食
室

が
混

雑
し

な
い

よ
う

に
ワ

ゴ
ン

で
返

却
す

る
。

お
か

わ
り

の
小

皿
を

用
意

す
る

。
1

度
入

れ
た

分
は

減
ら

さ
な

い
。

 

・
歯

磨
き

は
、

歯
磨

き
粉

を
付

け
ず

に
行

う
。

 

   基
本

的
な

対
策

・
指

導
 

・
マ

ス
ク

の
着

用
や

手
洗

い
、

消
毒

と
い

っ
た

コ

ロ
ナ

対
策

は
定

着
し

て
い

る
。

マ
ス

ク
の

着
用

な

ど
、

コ
ロ

ナ
の

あ
る

生
活

に
慣

れ
適

応
で

き
て

い

る
。

一
方

で
、

子
ど

も
同

士
の

距
離

の
近

さ
、

ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

を
と

る
こ

と
は

、
特

に

低
学

年
の

子
ど

も
達

の
間

で
は

ま
だ

難
し

い
。

 

・
マ

ス
ク

を
着

用
す

る
。
体

育
、
休

み
時

間
の

運
動

時
は

外
し

て
も

よ
い

。
担

任
が

声
を

か
け

る
こ

と
も

あ
る

。
 

・
こ

ま
め

な
手

洗
い

を
指

導
す

る
。

 

 

・
朝

休
憩

は
、

座
席

で
過

ご
す

。
 

・
ボ

ー
ル

の
使

用
、

鬼
ご

っ
こ

は
中

止
だ

っ
た

が
、

再
開

し
た

。
 

・
外

か
ら

戻
っ

た
ら

、
手

洗
い

を
す

る
。

 

 

D
校
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掃
除

 

・
以

前
は

児
童

全
て

の
机

と
イ

ス
、

ド
ア

な
ど

を

消
毒

し
て

い
た

が
、

現
在

は
複

数
の

子
ど

も
が

触

れ
る

場
所

に
絞

っ
て

消
毒

を
行

っ
て

い
る

。
 

 

・
ト

イ
レ

を
消

毒
す

る
。

 

 

・
手

洗
い

場
の

整
列

用
の

テ
ー

プ
を

外
し

た
。

 

・
共

有
物

を
使

用
後

、
手

洗
い

を
徹

底
す

る
。

使
用

後
に

消
毒

す
る

。
 

・
拭

き
掃

除
、

ト
レ

イ
掃

除
、

手
洗

い
場

の
掃

除
は

中
止

だ
っ

た
が

再
開

し
た

。
 

       

授
業

 

・
感

染
拡

大
の

た
め

、
夏

休
み

が
8
月

い
っ

ぱ
い

ま
で

延
期

さ
れ

た
。

延
期

し
た

間
は

、
追

加
の

課

題
や

、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

は
な

か
っ

た
。

 

・
5
年

生
の

工
場

見
学

が
中

止
に

な
っ

た
。
オ

ン
ラ

イ
ン

で
工

場
の

様
子

を
見

学
し

た
り

、
従

業
員

の

方
と

児
童

が
オ

ン
ラ

イ
ン

で
会

話
す

る
学

習
が

で

き
た

。
 

・
特

別
支

援
学

級
で

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

行
っ

た
。

G
o
o
gl

e
 c
l
a
s
s
r
oo

m
と

m
e
e
t
を

用
い

、
画

面
共

有

や
ミ

ュ
ー

ト
、

挙
手

機
能

を
活

用
し

た
し

り
と

り

や
ク

イ
ズ

ゲ
ー

ム
か

ら
授

業
を

始
め

る
と

、
子

ど

も
た

ち
は

と
て

も
楽

し
そ

う
に

学
習

で
き

て
い

た
。

算
数

や
国

語
の

学
習

も
進

め
る

こ
と

が
で

き

た
。

 

・
音

楽
の

授
業

で
、

歌
唱

や
リ

コ
ー

ダ
ー

を
行

な
っ

て
い

る
。
 

・
体

育
の

授
業

を
見

直
し

、
ボ

ー
ル

を
使

っ
た

活
動

を
再

開
し

た
。

水
泳

を
再

開
す

る
。

各
ク

ラ
ス

で
3
回

ず
つ

実
施

す
る

。
 

・
調

理
実

習
を

再
開

す
る

。
昨

年
度

で
き

な
か

っ
た

６
年

生
も

２
学

期
よ

り
実

施
す

る
。

 

  

・
児

童
同

士
の

身
体

的
距

離
、

声
量

に
留

意
す

る
。

グ
ル

ー
プ

で
の

活
動

時
に

気
を

つ
け

る
。

 

・
登

校
で

き
な

い
児

童
の

た
め

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
行

う
学

級
も

あ
る

。
 

・
特

別
支

援
学

級
の

自
立

活
動

は
、

体
育

館
で

行
う

。
 

・
家

庭
の

W
i
-
F
i
環

境
を

調
べ

て
、

全
家

庭
で

パ
ソ

コ
ン

学
習

が
行

え
る

よ
う

練
習

し
た

。
 

・
学

年
で

合
わ

せ
て

、
家

庭
に

持
ち

込
め

る
日

を
設

け
て

、

課
題

を
こ

な
す

よ
う

に
し

た
。

 

・
研

究
授

業
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

他
の

教
室

で
観

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
参

観
す

る
他

学
校

の
先

生
の

人
数

を
制

限
し

た
。

 

・
音

楽
の

授
業

で
、

歌
唱

・
レ

コ
ー

ダ
―

・
鍵

盤
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
演

奏
を

中
止

し
て

い
た

が
、

再
開

し
た

。
 

・
家

庭
科

の
授

業
で

、
ミ

シ
ン

を
中

止
し

て
い

た
が

再
開

し
た

。
調

理
実

習
は

1
2
月

の
合

宿
前

に
行

う
。

 

  

授
業

参
観

、
懇

談
会

、

家
庭

訪
問

な
ど

 

・
去

年
は

行
え

な
か

っ
た

学
校

美
術

展
(
体

育
館

に

全
学

年
の

児
童

の
図

工
作

品
を

飾
り

、
保

護
者

の

方
に

開
放

す
る

活
動

)
を

実
施

し
た

。
美

術
展

を
行

う
際

は
、

児
童

が
会

場
設

営
を

す
る

時
間

を
学

年

ご
と

に
ず

ら
す

、
保

護
者

の
方

に
検

温
と

消
毒

を

求
め

る
、
常

時
換

気
す

る
な

ど
の

対
策

を
行

っ
た

。
 ・

授
業

参
観

を
再

開
す

る
。
１
・
２

学
期

に
１

回
ず

つ
、
学

級

を
出

席
番

号
順

で
2
つ

に
分

け
て

実
施

す
る

。
 

・
個

人
懇

談
会

は
希

望
者

の
み

実
施

す
る

。
 

・
家

庭
訪

問
を

再
開

す
る

。
 

  

・
家

庭
訪

問
は

、
家

に
入

ら
ず

玄
関

先
で

行
う

。
 

・
日

曜
参

観
は

中
止

と
す

る
。

春
・

秋
の

参
観

は
、

名
前

の
順

で
2
回

に
分

け
て

実
施

す
る

。
各

家
庭

1
名

の
参

加

と
す

る
。
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学
校

行
事

 

 

・
学

校
美

術
展

や
出

前
授

業
な

ど
学

校
外

の
方

を

招
く

機
会

が
増

え
た

。
感

染
症

対
策

を
し

な
が

ら

も
、

で
き

る
活

動
が

増
え

て
き

て
い

る
。

 

・
運

動
会

や
遠

足
な

ど
の

行
事

は
、

消
毒

、
ソ

ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
、

マ
ス

ク
を

徹
底

し
た

上

で
実

施
。

運
動

会
は

、
低

・
中

・
高

の
3
ブ

ロ
ッ

ク
に

分
か

れ
て

入
れ

替
わ

り
で

競
技

を
行

っ
た

。
 

・
運

動
場

で
演

技
を

し
て

い
る

学
年

以
外

の
学

年

の
児

童
は

、
各

自
の

教
室

で
ズ

ー
ム

に
よ

る
運

動

会
生

配
信

を
観

戦
。

 

・
修

学
旅

行
は

、
県

外
か

ら
県

内
に

変
更

。
 

・
修

学
旅

行
の

計
画

を
見

直
し

た
。

 

・
始

業
式

、
終

業
式

等
は

、
各

ク
ラ

ス
の

教
室

で
学

校
長

の
あ

い
さ

つ
等

を
放

送
で

聞
く

。
 

・
夏

休
み

は
７

／
２

１
日

～
８

／
２

５
日

、
緊

急
事

態
宣

言
の

た
め

３
１

日
ま

で
延

長
し

た
。

 

・
合

宿
・

修
学

旅
行

は
延

期
に

な
っ

た
。

 

・
児

童
の

座
り

方
を

工
夫

す
る

。
 

・
消

毒
を

徹
底

す
る

。
 

・
運

動
会

の
体

育
館

で
の

実
習

は
、

学
年

単
位

で
行

う
。

一
斉

に
体

育
館

に
入

ら
な

い
。

 

・
中

学
校

区
で

の
特

別
支

援
学

級
交

流
会

は
中

止
と

な
っ

た
。

 

・
遠

足
は

、
春

と
秋

に
実

施
す

る
。

バ
ス

で
移

動
す

る
。

 

・
運

動
会

は
各

家
庭

2
名

の
参

加
と

す
る

。
午

前
中

の
み

実
施

し
、

弁
当

は
持

参
し

な
い

。
 

・
児

童
同

士
の

間
隔

を
確

保
す

る
。

 

・
ハ

チ
マ

キ
な

ど
は

個
別

で
管

理
す

る
。
番

号
を

付
け

て
、

運
動

会
後

に
回

収
す

る
。

 

・
ペ

ア
活

動
（

2
年

生
が

1
年

生
を

招
待

す
る

活
動

）
を

再
開

し
た

。
縦

割
り

活
動

は
行

っ
て

い
な

い
。
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